
︿
資
料
紹
介
﹀
文
政
六
年
︑
衣
川
長
秋
死
亡
記
事

︱
村
田
春
門
﹃
田
鶴
舎
日
次
記
﹄
第
三
冊
よ
り

︱
丸

山

健

一

郎

一
︑
は
じ
め
に

鳥
取
の
池
田
家
に
仕
え
た
︑
鈴
屋
門
下
の
衣
川
長
秋①
︵
き
ぬ
が
わ
・
な
が
あ

き
︑
一
七
六
五
明
和
三
年
︱
一
八
二
三
文
政
六
年
︶
の
没
年
に
つ
い
て
は
︑
一

八
二
二
文
政
五
年
と
す
る
誤
伝
が
根
強
い
︒
こ
れ
は
本
居
大
平
撰
述
と
さ
れ
る

墓
碑②
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
︑
山
本
嘉
将
︑
渡
辺
刀
水
の
両
氏
が
そ
れ
ぞ
れ

正
し
く
は
文
政
六
年
で
あ
る
旨
を
指
摘
し
て
い
る
も
の
の
︑
根
拠
と
な
る
資
料

の
実
態
が
十
分
に
示
さ
れ
て
来
た
と
は
言
い
難
い③
︒
な
お
︑
鳥
取
市
に
所
在
す

る
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
寺
院
︑
広
徳
禅
寺
の
過
去
帳
に
は
﹁
正
學
院
霞
峰
直
道

信
士
／
葬
于
大
坂
高
津
圓
珠
庵

文
政
六
年
／
癸
未
二
月

衣
川
宰
記
﹂
と
あ

る④
︒本

稿
は
︑
渡
辺
刀
水
が
﹁
村
田
春
門
日
記
鈔
﹂
に
抄
出
し
訂
正
根
拠
と
す
る

﹃
田
鶴
舎
日
次
記
﹄
第
三
冊
︑
文
政
六
年
二
月
の
記
事
に
つ
い
て
︑
箇
所
を
確

定
す
る
と
と
も
に
図
版
を
以
て
示
し
︑
衣
川
長
秋
に
関
す
る
基
礎
的
な
研
究
資

料
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
を
主
眼
と
す
る
︒

便
宜
上
︑
翻
刻
を
示
す
︒
本
文
に
つ
い
て
渡
辺
︵
一
九
八
七
︶
を
超
え
る
も

の
で
は
な
い
︒
た
だ
し
現
状
で
は
︑
渡
辺
︵
一
九
八
七
︶
に
言
及
さ
れ
な
い
朱

筆
書
入
が
存
在
す
る
︒

二
︑
書
誌
的
事
項

﹃
田
鶴
舎
日
次
記
﹄
は
無
窮
会
図
書
館
神
習
文
庫
の
所
蔵
の
写
本
で
あ
る
︒

目
録
に
︑

(樂
前
日
並
記
︶
樂
前
日
記
／
横
本
二
十
八
冊
／
一
名

田
鶴
舎
日
次
記

村
田
春
門
自
筆
／
自
文
政
五
年
七
月
至
十
一
年
十
一
月
︑
自
天
保
元
年
正

月
至
七
年
九
月
／
神
三
〇
七
三

井
上
頼
圀
旧
蔵
書

無
窮
会
図
書
館
︵
一
九
三
五
：
一
〇
五
頁
)

文
政
六
年
︑
衣
川
長
秋
死
亡
記
事

一
一
六



と
あ
り
﹃
樂
前
日
記
﹄
ま
た
は
﹃
樂
前
日
並
記
﹄
の
書
名
が
知
ら
れ
る
︒
第
一

冊
で
は
外
題
・
内
題
と
も
に
﹁
樂
前
日
並
記
﹂︒
た
だ
し
実
際
の
請
求
記
号
は

﹁
神

3
0
7
2﹂
で
あ
る
︒
以
下
に
第
三
冊
の
書
誌
を
記
す
︒

○
寸
法
：
縦
十
二
・
五
糎
︑
横
十
六
・
九
糎
︒
○
装
丁
：
写
本
︑
楮
紙
︑
横
本
︑

右
綴
︑
長
帳
綴
︵
半
紙
四
ツ
折
横
本
︶︑
四
ツ
目
綴
︑
端
布
あ
り
︒
○
表
紙
：

象
牙
色
表
紙
︑
布
目
地
︵
空
押
︶︒
墨
書
打
付
書
に
て
︑
左
端
に
﹁
田
鶴
舎
日

記
／
文
政
六
未
従
正
月
／
至
三
月
﹂︑
右
上
隅
に
﹁
三
﹂︑
右
下
隅
に
﹁
寫
未

済
﹂︒
左
下
隅
に
サ
イ
ン
ペ
ン
書
入
﹁
カ

3
0
7
2﹂︒
○
見
返
し
：
朱
筆
に
て
六

行
書
入
︑
蔵
書
票
貼
付
︒
○
扉
：
ノ
ド
を
上
に
縦
書
き
﹁
文
政
六
年
／
田
鶴
舎

日
次
記
／
癸
未
正
月
﹂︑
朱
印
﹁
井
上
氏
﹂﹁
井
上
頼
圀
蔵
﹂﹁
無
窮
会
神
習
文

庫
﹂︒
○
構
成
：
丁
付
な
し
︒
一
丁
表
︱
七
十
四
丁
裏
︑
紙
片
一
枚
︒
○
備

考
：
裏
表
紙
見
返
し
に
朱
筆
書
入
﹁
明
治
己
酉
三
月

一
校
了

井
上
頼
圀
﹂︒

本
文
全
体
を
通
じ
て
朱
筆
書
入
が
見
ら
れ
る
が
︑
朱
の
色
調
や
字
体
か
ら
︑
二

筆
以
上
の
加
朱
が
推
測
さ
れ
る
︒

衣
川
長
秋
の
死
去
に
関
す
る
記
述
が
み
ら
れ
る
の
は
︑

一
︑
三
十
七
丁
裏
十
一
行
︱
三
十
八
丁
表
二
行
︵
二
月
十
六
日
条
中
︶

二
︑
三
十
九
丁
裏
十
二
行
︱
四
十
丁
表
一
行
︵
二
月
十
七
日
条
中
︶

三
︑
四
十
七
丁
裏
一
行
︱
十
一
行
︵
二
月
二
十
三
日
条
中
︶

の
三
箇
所
で
あ
る
︒
一
と
三
の
記
事
の
冒
頭
部
に
は
朱
筆
に
て
傍
線
が
書
き
入

れ
ら
れ
て
い
る
︒
以
上
は
︑
第
三
冊
表
紙
に
﹁
文
政
六
未
従
正
月
／
至
三
月
﹂

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
文
政
六
年
二
月
の
記
述
と
考
え
ら
れ
る
︒

翻
刻
に
際
し
て
は
︑
以
下
の
方
針
に
従
う
︒

①

本
文
は
ひ
ら
が
な
と
漢
字
を
用
い
︑
濁
点
を
私
に
付
す
︒

②

変
体
仮
名
は
︑
通
行
字
体
に
改
め
る
︒

③

踊
り
字
﹁
ゝ
﹂
は
残
し
︑
く
の
字
点
﹁
〳
〵
﹂
は
﹁
ゝ
ヽ
﹂
で
示
す
︒

④

朱
筆
は
︑︹
□
□
︺
と
し
て
示
す
︒

⑤

原
則
と
し
て
原
文
の
と
お
り
に
改
行
す
る
︒
都
合
に
よ
り
続
け
た
場
合
に

は
本
文
に
﹁
／
﹂
を
挿
入
し
て
︑
原
文
の
改
行
箇
所
を
示
す
︒

三
︑
翻

刻

︵
三
十
七
丁
裏
十
一
行
︱
三
十
八
丁
表
二
行
︶

一
因
州
衣

〔
キ
ヌ
〕川

長
秋
大
病

に
て
当
所
高
津
坂
下
︹
中
島
︺
豊

足
宅
に
寓
居
云
々
︹
長
秋
豊
足
ト
モ
ニ
／
皇
国
医
︺

︹
下
十
七
日
廿
三
日
ノ
文
合
セ
見
ル
ベ
シ
︺

︵
三
十
九
丁
裏
十
二
行
︱
四
十
丁
表
一
行
︶

一
衣
川
長
秋
死
去
の
由

龍
丸
圓
珠
庵
に
て
聞

た
り
と
い
へ
り
い
た
む
べ
し
ゝ
ヽ

文
政
六
年
︑
衣
川
長
秋
死
亡
記
事

一
一
七



︹
長
秋
墓
在
円
珠
庵
︺

︵
四
十
七
丁
裏
一
行
︱
十
一
行
︶

一
中
島
豊
足
書
状
差

越
衣
川
長
秋
去
正
月

十
二
日
下
坂
病
気
の
所
養

生
不
相
叶
当
二
月
十
日
死
去

圓
珠
庵
ヘ
埋
葬
す

契
沖
師
の
傍
也

正
覚
院
霞
峯
直
道
居
士
と

贈
号
せ
し
よ
し
申
越
す
豊
足

も
因
州
人
に
て
長
秋
門
人

な
れ
ば
か
く
取
扱
し
也
予

い
ま
だ
知
人
に
あ
ら
ず
し
か
れ

ど
も
同
門
人
也
可
憐
ゝ
ヽ

四
︑
お
わ
り
に

以
上
︑
衣
川
長
秋
の
没
年
を
文
政
六
年
と
す
る
根
拠
と
し
て
︑
従
来
よ
り
指

摘
の
あ
る
村
田
春
門
の
日
記
﹃
田
鶴
舎
日
次
記
﹄
に
つ
い
て
確
認
し
︑
記
事
の

記
載
箇
所
の
特
定
を
行
っ
た
︒
ま
た
︑
図
版
資
料
と
し
て
示
す
こ
と
で
基
礎
資

料
と
し
て
の
共
有
化
を
企
図
す
る
︒

注①

東
洋
大
学
附
属
図
書
館
稲
葉
文
庫
所
蔵
の
衣
川
長
秋
資
料
︵
T
Y
9
1
1
.1
7｜
Y
-8｜
1
-

1
1

1/
2︶
所
収
の
書
簡
を
も
勘
案
す
れ
ば
︑
文
政
六
年
二
月
十
日
巳
上
刻
︑
大
坂
の

門
人
中
島
豊
足
の
家
で
客
死
︒
享
年
五
十
八
︒
本
居
宣
長
の
﹃
訂
正
古
訓
古
事
記
﹄

出
版
に
際
し
て
︑
京
都
の
書
肆
で
あ
る
汲
古
堂
・
河
南
儀
兵
衛
と
の
間
で
仲
介
役
を

務
め
た
︒
著
作
で
は
﹃
百
人
一
首
峯
梯
﹄
﹃
倭
読
要
領
辨
﹄﹃
新
古
今
集
渚
の
玉
﹄

﹃
田
簑
の
日
記
﹄
﹃
や
つ
れ
蓑
の
日
記
﹄
が
今
に
伝
わ
る
︒
ま
た
︑
一
七
七
四
安
永
三

年
六
月
に
因
幡
国
法
美
郡
宮
下
村
で
発
見
さ
れ
た
骨
蔵
器
に
つ
い
て
︑
一
八
一
九
文

政
二
年
の
年
記
を
持
つ
石
碑
の
銘
文
を
撰
し
て
お
り
︑
そ
の
拓
本
﹁
伊
福
吉
部
徳
足

比
売
墓
誌
銘
﹂
の
影
印
と
解
題
が
︑
関
西
大
学
な
に
わ
・
大
阪
文
化
遺
産
学
研
究
セ

ン
タ
ー
︵
二
〇
〇
八
︶
に
収
め
ら
れ
て
い
る
︒
所
伝
に
つ
い
て
は
山
本
︵
一
九
五

八
︶︑
竹
内
︵
一
九
六
九
︶
︑
山
根
︵
一
九
八
八
︶︑
高
倉
︵
二
〇
〇
一
︶
参
照
︒
関

連
資
料
に
つ
い
て
は
︑
岡
中
・
鈴
木
・
中
村
︵
一
九
八
四
︶
が
詳
し
い
︒

②

石
田
︵
一
九
二
七
︶
に
全
文
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
︒
山
本
︵
一
九
五
八
︶
に
よ

れ
ば
︑
長
秋
の
死
後
︑
時
を
経
て
か
ら
撰
ば
れ
た
も
の
で
没
年
を
文
政
五
年
と
し
て

い
る
︒
現
在
も
大
阪
の
圓
珠
庵
に
衣
川
長
秋
の
墓
は
あ
る
が
︑
墓
碑
は
剥
落
し
残
っ

て
い
な
い
︒
注
①
に
挙
げ
た
東
洋
大
学
附
属
図
書
館
稲
葉
文
庫
所
蔵
の
衣
川
長
秋
資

料
︵
T
Y
9
1
1
.1
7｜
Y
-8｜
1
-1
1

1/
2
︶
は
﹁
難
波
の
な
げ
き
﹂
と
も
記
さ
れ
る
山
本
嘉

将
編
と
も
い
う
べ
き
資
料
集
で
あ
る
︒
中
島
豊
足
書
簡
や
本
居
大
平
書
簡
の
写
し
な

ど
二
十
ほ
ど
の
資
料
を
貼
り
合
せ
た
も
の
で
あ
る
︒
そ
の
中
に
は
︑
山
本
嘉
将
氏
が

一
九
四
一
昭
和
十
六
年
に
義
弟
の
松
波
武
雄
氏
に
依
頼
し
て
写
し
取
ら
せ
た
碑
文
と

当
時
の
墓
の
寸
法
や
位
置
が
図
入
り
で
記
さ
れ
て
お
り
︑
往
時
と
現
状
︵
二
〇
一
一

平
成
二
十
三
年
一
月
二
十
五
日
契
沖
忌
法
要
時
︶
の
異
な
り
が
知
ら
れ
る
︒
墓
碑
が

伊
丹
在
住
の
村
上
圓
方
の
揮
毫
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
や
︑
本
居
大
平
撰
の
碑
文

が
墓
の
向
っ
て
左
側
面
に
刻
ま
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
記
録
さ
れ
て
い
る
︒

③

山
本
︵
一
九
五
八
︶
の
中
で
衣
川
長
秋
に
つ
い
て
ま
と
ま
っ
た
記
述
が
な
さ
れ
る

文
政
六
年
︑
衣
川
長
秋
死
亡
記
事

一
一
八



の
は
︑
三
〇
二
頁
の
十
行
目
か
ら
三
〇
六
頁
の
二
行
目
︑
五
〇
五
頁
か
ら
五
二
〇
頁

の
四
行
目
︑
の
二
箇
所
で
あ
る
︒

七
︑
八
年
間
も
し
ぶ
り
つ
づ
け
て
か
ら
大
平
の
撰
し
た
墓
碑
銘
の
自
筆
は
筆

者
の
手
許
に
あ
る
が
︑
原
文
に
歿
年
を
誤
っ
て
文
政
五
年
と
し
て
居
り
︑
訂
正

も
な
く
同
文
を
刻
ん
だ
ら
し
く
︑
こ
れ
に
も
と
づ
く
諸
書
は
文
政
五
年
と
な
っ

て
ゐ
る
︒
述
べ
た
が
ご
と
く
文
政
六
年
二
月
十
日
歿
行
年
は
五
十
八
歳
で
あ
る
︒

山
本
︵
一
九
五
八
：
五
二
〇
頁
︑
二
︱
四
行
)

山
本
︵
一
九
五
八
︶
に
お
け
る
諸
々
の
指
摘
の
根
拠
は
注
②
に
述
べ
た
﹁
難
波
の
な

げ
き
﹂
を
含
む
資
料
群
で
あ
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
︑
一
部
に
つ
い
て
は
参
照
箇
所
や

引
用
箇
所
の
特
定
が
可
能
で
あ
る
︒
し
か
し
な
が
ら
未
だ
依
拠
資
料
の
全
容
は
解
明

さ
れ
て
お
ら
ず
衣
川
長
秋
研
究
に
お
け
る
大
き
な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
︒
渡
辺
︵
一

九
八
七
︶
は
村
田
春
門
の
日
記
か
ら
本
文
を
抄
出
し
て
註
解
し
た
も
の
で
︑
衣
川
長

秋
の
死
に
関
す
る
記
述
も
す
べ
て
抄
出
さ
れ
︑

此
の
日
記
で
衣
川
長
秋
の
終
焉
当
事
の
事
が
確
実
に
分
る
の
で
あ
る
︒
国
学

者
伝
記
集
成
所
載
の
長
秋
伝
の
誤
謬
も
訂
正
す
る
事
が
出
来
る
︒

渡
辺
︵
一
九
八
七
：
三
十
六
頁
︑
三
︱
四
行
)

と
述
べ
て
い
る
︒
た
だ
し
以
下
の
記
述
も
あ
り
︑
森
繁
夫
氏
の
影
響
が
伺
え
る
︒

○
小
竹
園
森
繁
夫
大
人
の
示
教

一
︑
衣
川
長
秋
の
歿
年
を
︑
諸
書
文
政
五
年
と
し
た
る
は
︑
肝
腎
の
墓
碑
の
誤

記
に
よ
る
︒
鳥
取
広
徳
寺
の
過
去
帳
に
は
︑
文
政
六
年
二
月
十
日
と
あ
る

由
︒

渡
辺
︵
一
九
八
七
：
三
十
五
頁
︑
五
︱
七
行
)

本
稿
で
は
︑
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︑
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〇
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